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1．はじめに 

 今回の調査地である旧柳田村、現在の能登町字柳田は、能登半島で唯一海に面していない内陸

の村であった。農業が盛んな村であり、今回の8日間の調査でも農業についてのお話を多く聞い

た。その農業との関わりで、昔はたいていの家庭で牛を飼っていたというお話を何度か耳にした。

昔牛を飼っていたという方のお話以外にも、牛以外の家畜を飼っていた方のお話や現在牛を飼っ

ている方のお話も聞くことができた。お話を聞いているうちに、私の身近にはない畜産業に興味

を持った。また旧柳田村は、石川県が誇る銘柄牛、「能登牛」の生産地の1つでもある。本章では

そんな旧柳田村の畜産の歴史を辿る。 

 

2．旧柳田村での畜産 

 旧柳田村では、牛馬をはじめとして豚や鶏、山羊、羊、兎といった動物が家畜として飼育され

ていた。そして時代とともに家畜の飼育数や飼育形態は変化していった。以下では家畜の種類別

にその飼育の変遷について述べようと思う。『柳田村史』からの情報のほか、聞き取り調査で伺っ

た具体的なお話も記述する。 

2.1 牛 

 以下の記述は、『柳田村史』第三部 第二章 第三節「畜産業」682ページから695ページと聞

き取り調査で伺ったお話に依拠する。 

 旧柳田村では昔から能登牛という牛が飼われていたが、藩末期（1860年代頃）にはほぼ消滅し

てしまった。代わって嘉永年間（1848～1855年）には南部地方から330頭の牛が導入され、能登

牛として徐々に普及していった。明治40（1907）年になると乳牛のホルスタインも導入された。

旧柳田村での牛の飼育頭数は、明治25（1892）年には280頭、明治30（1897）年には189頭、明

治35（1902）年には170頭というように変遷していった。 

 日露戦争（1904～1905年）後には、軍馬の役割が薄れた馬に代わり、農耕用や用畜として牛の
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価値が高まり、明治40（1907）年の旧柳田村では160頭の牛が飼育されていた。しかし大正末期

（1925年頃）になると旧柳田村の畜産業は衰退し始める。そのため柳田村農会はその振興に努め、

昭和3（1928）年に牛馬貸付規定を設けた。村内で畜舎を持ち、家畜の飼育に熱意を持っている者

を選抜し牛馬を貸し付けるというものである。貸し付けの条件は、相当の田畑を耕作しているこ

と、飼料の大部分を自給できる農家であることであった。そして貸付牛馬から生産した子牛、子

馬はその価格の前者で50％、後者で70％を借受者に交付する。また、毎年1回以上貸付牛馬を集

合させ検査を行う。そして飼育処理が良好な者には賞を与える。昭和3（1928）年1月の調査によ

ると、当時の旧柳田村には1042棟の畜舎があり、これは農家総数の約8割が畜舎を所有していた

ことになる。しかしその当時実際に飼育されていた牛馬は363頭であり、そのうち牛は197頭で

あり馬より30頭程多かった。旧柳田村の中で部落別に見ると、柳田と笹川は戸数と比べて畜舎数

が非常に少なかった。柳田では畜舎数は138棟、牛は31頭、牛を飼育していた家庭は21戸であ

り、笹川では畜舎数が45棟、牛は16頭、牛を飼育していた家庭は16戸であった。 

 昭和5（1930）年には世界的不況の影響が日本の農村にも波及したため、旧柳田村は副業と肥料

自給の一石二鳥を目的として有畜農業を奨励した。昭和6（1931）年8月に村有畜牛貸付という制

度を設け、9月に貸付を開始した。村で低利資金を借りて牝牛を購入し、財力のない零細農民に低

利で貸し付けるというものである。牝牛79頭、牡牛5頭の計84頭が旧柳田村全体で貸し付けら

れ、10頭以上の牛が貸し付けられたのは柳田（14頭）、石井（13頭）、笹川（10頭）の3部落で

あった。この制度でも、昭和3（1928）年に設けられた牛馬貸付規定と同じように、毎年1回以上

貸付牛馬を集合させ検査を行い、飼育処理が良好な者には賞が与えられた。このような制度によ

り旧柳田村での牛の生産量、移出量は徐々に増加し、昭和6（1931）年には40頭、昭和8（1933）

年には274頭、昭和10（1935）年には145頭、昭和12（1937）年には316頭となった。 

 表1は、その後の昭和23（1948）年から昭和45（1970）年までの旧柳田村での牛の飼育数を示

している。  

昭和20年代（1945～1954年）、旧柳田村は鳳珠郡の町村別飼養頭数で首位を維持していた。昭

和25（1950）年にそのピークを迎

え、ほぼ農家2戸につき1頭の割

合で和牛を飼育している。しかし

その後飼育数はどんどん減少す

る。Aさん（重年、60歳代、男性）

によると、昭和40（1965）年頃か

ら機械が発達したため牛を農業

に利用することが少なくなり、市

表1 旧柳田村における牛の飼育数の変遷 

 牛 和牛 乳牛
戸数 頭数 戸数 頭数

昭和23（1948）年 543 589 1 3
昭和25（1950）年 548 602 1 3
昭和35（1960）年 410 458 11 12
昭和40（1965）年 310 385 11 12
昭和45（1970）年 133 226 2 20  

出所：『柳田村史』1975:692、表125  
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場に出す家庭が増えたからだという。さらに同時期に化学肥料が普及し、堆肥を作る必要がなく

なったことも原因である。昭和45（1970）年にはピーク時の頭数の3分の1程となった。ただし、

昭和20年代（1945～1954年）には1戸あたり1頭が普通であったのに対し、昭和45（1970）年

には2頭飼いをしている家庭がかなり増加している。 

 このように和牛の飼育が盛んである一方、乳牛を用いた酪農は明治40（1907）年に導入されて

以来、酪農発展の条件が整っていないため発展していない。ただし昭和40（1965）年までは1戸

あたり1、2頭であったのに対し、昭和45（1970）年には1戸あたり10頭程になっており、多頭

飼育の傾向が見られる。 

 上記のように和牛、乳牛ともに牛の多頭飼育が増加した背景として、昭和43（1968）年に導入

された和牛増殖基地計画が挙げられる。明治以来言われてきた1戸に1頭という飼育観念を打破

し、多頭飼育に転換することで農家経済の安定を図ることが目的である。兵庫県産牛を繁殖育成

センターで繁殖させ、その牝子牛を農家に安価で貸し付けるという計画だ。 

 聞き取り調査で伺ったお話によると、旧柳田村には1年に春と秋の2回牛の市場があり、昭和

40（1965）年頃まで大抵の農家が牛を1頭飼育していたようだ。飼育の目的は堆肥作り、農耕、

肥育あるいは繁殖を行って売ることであった。堆肥作りでは、常に牛の足元にわらを敷き、牛に

そのわらを食べさせ、残りを踏み固めさせる。堆肥が足元にたまると馬小屋から牛を出して取り

出すそうだ。そして各家庭が自家製の堆肥を自分の畑で使用することが多かったが、他の農家に

売ることもあった。農家が作物を植え付ける春と秋に売る。買いたい人がいるので処分には困ら

なかったという。農耕では、牛を用いて田おこしを行う。犂を馬・牛に引っ張らせ、牛に長い竹

のついた手綱をつけて使用する。そうすることで、回る時に人間があまり歩かなくても竹を回せ

ば牛が回ってくれるという仕組みである。牛は扱いが悪いと田んぼに座って働かなくなってしま

うため、扱い方の上手、下手が問われるという。また、馬より動きが遅く時間がかかる。餌には

くず米（虫食いの米や、精米する時に砕けた米）やしいな米（もみ殻ばかりで実がない米）、米ぬ

か、ヒエ、粟、畔草、稲わら、飼料などを与える。Bさん（野田、60歳代、男性）によると、稲

わらは押し切りという道具

を用いて細かくするという。

稲をハザギ（稲架
は さ

：竹や木を

組んだ、刈った稲を掛けて乾

かす設備）に干し（ハザボシ）、

それでできた稲わらを押し

切りで切る。これは子どもの

役目だった。そしてその切っ

 
写真1 押し切り（筆者撮影：2015年8月） 
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た稲わらを餌として与えるほか、牛舎にも敷くそうだ。写真1はBさんのお宅で撮影させていた

だいた押し切りである。鉄の部分にわらを挟み、茶色い柄の部分を下方向に押すとわらが切れる

というものだ。 

 現在の能登町字柳田では6人程が牛の飼育に従事しているそうだ。牛を太らせて食用とする肥

育と、繁殖のどちらかを行う人もいれば両方を行う人もいる。そのうちのお二人にお話を聞くこ

とができた。 

Cさん（金山、60歳代、男性） 

 Cさんは、親牛7頭、子牛4頭の計11頭の黒毛和種牛を飼育している。子牛を買ってきて

育て繁殖させた牛を市場に売る。現在の畜産業を始めたのは、Cさんのお父さんが出稼ぎを

終えて家に帰ってきた昭和55（1980）年頃であった。お父さんは1頭30～40万円の牛を一

度に3頭購入してきて全部で120万円かかった。昭和62（1987）年には全国の肉用牛の大会

で2等賞を獲得した。また、お父さんが出稼ぎに出る前の、Cさんが子どもの頃にも牛を1

頭飼っていた。その当時の旧柳田村には牛を飼っている人が多くいた。 

 牛の飼育方法や繁殖のプロセスについての詳細なお話を伺うことができたのでここに記

述する。 

 牛が生まれてから14～15ヶ月の時に最初の妊娠をさせる。牛の排卵のサイクルは20～21

日であるので、そのサイクルに合わせて、凍らせた種牛の精子を用いて人工授精を行う。人

工授精には資格が必要なので専門家に行ってもらう。妊娠の期間は10ヶ月であり、カレン

ダーに出産予定日を記しておく。複数の牛が同時期に出産することもあり、そうなると非常

に忙しい。出産は自然分娩で行う。初産は、親牛が慣れておらず育児放棄をすることもある

ので大変である。子牛は生まれてから1時間程で立ち上がり乳を飲み始めるが、その時まで

気を抜くことができない。生まれてからの40日間は親子が産室という1つの部屋で一緒に

暮らす。21日目は「コヤアケ」と呼ばれる。そして41日目は「コヤガエシ」と呼ばれ、親

子を産室から出して元々いた牛舎へと戻す。Cさんの家には産室は3つある。餌には、Cさ

ん所有の2ヘクタールの牧草地から機械で牧草を刈って与える。牧草には一年草と多年草が

ある。1年に3回刈り取るが、それでも足りない時には購入する。昔は畔草を手で刈って与

えていた。他には JAから購入する配合飼料や5㎏の岩塩、水を与える。朝と夕方に餌を与

え、敷いてある稲わらを交換する。この稲わらも購入している。朝夕の餌の時には毎回健康

のバロメーターとなるフンの状態も見る。状態が悪ければ能登町内浦の家畜保健所から獣医

さんに来てもらい診てもらう。そして子牛が生後8～9ヶ月になると、牡牝両方とも子牛市

場に出荷し、気に入った牝牛がいれば手元に残す。気に入った牝牛がいなければ子牛市場で

購入することもある。最近は富山県の83万円の牝牛を購入し、牡牛を1頭市場に出し、70
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万円程で売れた。子牛を購入する際には見た目や血統を重視して選ぶ。子牛市場は、石川県、

富山県、福井県の北陸3県の農業協同組合が共同で開催しており、「北陸三県和牛子牛市場」

という。 

 子牛が生まれると2ヶ月以内に生産検査を行う。生産検査は、人間で言うところの指紋で

ある鼻紋を取り、耳標という番号札を耳につけることである。この検査をすることで、その

牛がどこで生まれてどこで育ちどこにいるのかが分かるようになる。牛の戸籍のようなもの

だ。耳標を付ける時には農協の畜産会の人が来て牛を捕まえて番号札 2枚を両耳につける。 

Dさん（野田、60歳代、男性） 

 Dさんは、当目田代区の山で肉用牛を110頭、繁殖用の牛を50頭程飼育している。1960

年頃にDさんのお父さん、「先代」が10頭から始め、Dさんは幼い時から「先代」に飼育方

法を教わり、餌やりを担当していた。牛に与える餌が余ってしまうのがもったいないため、

自分の家庭で食べる用の豚も飼育していたことがある。平成元（1989）年には当初畜産業を

行っていた場所から現在の場所に移転した。 

 1年に5回金沢市で競りがあり、1

頭70万円程の牡牛を1回に2頭、1

年に計10頭弱購入する。そこで購入

した牛や繁殖させた牛を肥育してい

る。牡牛は生後4ヶ月までに去勢し、

25～30ヶ月で肉牛として出荷する。1

年に40頭程出荷する。血統は3世代

前まで公開されているので、繁殖用の

牝牛はその血統を重視して市場で購

入する。繁殖用の牛はとにかく健康に

育てることが重要である。子牛は、生

後3～4ヶ月頃まで親牛と一緒にして

おくと早い時期に離してしまうより

発育が良いのでそうしている。 

 Dさんは毎日朝夕の2回餌を与える

ために山に行き、朝に子牛の体調のチ

ェックをする。子牛の世話が最も重要

な仕事である。1人の従業員が常時山

にいて、牧草の世話をしたり畑仕事を

写真2 犬と猫（筆者撮影：2015年12月） 
 

 
写真3 繁殖用の牛の親子（筆者撮影：2015年12月） 
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万円程で売れた。子牛を購入する際には見た目や血統を重視して選ぶ。子牛市場は、石川県、
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したり糞尿の処理をしたりしている。餌には牧草や配合飼料、米ぬか、そして腎臓結石予防

のために岩塩を与え、餌代は1ヶ月で最低250～260万円程かかる。牧草は、飼育場付近の

牧草地の牧草を刈り取って保管しておき食べさせる。多年草を植えていたが、5年前から猪

が増え、ミミズや牧草の根を食べるために牧草を掘り起こすようになったことから一年草を

植えるようになった。猪を追い払うために飼育場で1匹の犬を飼っており、同様にネズミを

捕まえるために2匹の猫も飼っている。 

 ここで牛肉のランク付けについて少々説明を加えておく。養老ミートさんのホームページによ

ると、牛肉は公益社団法人日本食肉格付協会によって、歩留等級を表すA～Cのアルファベット

と、肉質等級を表す5～1の数字でランク付けされる。歩留等級とは、生体から取れる枝肉（生体

から皮、骨、内臓などを取り去った肉）の割合を表すものであり、その割合が大きいほど等級が

高くなる。5が最高等級である。肉質等級は、「脂肪交雑」（霜降りの度合い）、「肉の色沢」、「肉の

しまりときめ」、「脂肪の色沢と質」という4項目から判断される。Aが最高等級である。能登牛

にはA3、A4、A5ランクに格付けされたものがなる。駒寄さんの牛はA4、A5ランクが80％を占

め、A3ランクは15％、A2ランク以下はほぼない。金沢市の屠畜場で屠畜した後に格付けの専門

家が格付けを行う。 

 能登牛は有名な銘柄牛の1つであるが、産地の偽装などを防ぎそのような銘柄の透明性を保つ

ために、牛には個体識別番号という番号が与えられる。鼻文を専門家に取ってもらい、耳標を各

農家が付けてパソコンを用いて登録する。登録は生後30ヶ月になる前に行わないとできなくなる。

親牛が登録されていないとその子牛に血統書が発行されないため、繁殖用の牛もきちんと登録し

なければならない。血統書が発行されないと能登牛にならないのである。また、抜き打ち検査も

行われる。さらに、種牛は1年に1回国により調査が行われ、上記の基本登録に加えて役員が来

て精子数などが詳細に調査される。これらの調査は非常に厳格なものである。 

 

2.2 馬 

 以下の記述は、『柳田村史』（1975：681～692）と聞き取り調査で伺ったお話に依拠する。 

 旧柳田村は古来能登産馬の中心地として知られていた。広大な山林にはまぐさが豊富であり、

零細農家を除くたいていの農家では馬を飼っていた。また、交通の未発達な時代には馬が唯一の

交通機関でもあった。しかし、明治時代（1870年代）に入ると藩政時代の産馬保護奨励制度が廃

止され、加えて農用馬の需要が下落するに伴い、産馬事業は次第に衰退していった。特に明治17

（1884）年頃には価格が暴落し、併せて米価も下落したため農家の暮らしは苦しくなり馬を手放

す人が続出した。そのため、柳田旧三ヵ村では明治維新（1868年頃）前後には毎年100頭以上の

馬を産出していたのに対し、その頃になると年間15頭程しか産出しなくなったのである。しかし
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その後経済が好転し、明治20（1887）年から県は優良種牡馬を購入し種付けを行い、馬匹改良に

乗り出した。翌明治21（1888）年には旧柳田村に北陸牛馬改良会社が設立された。そこで県は旧

柳田村に種牡馬を派遣し種付けを奨励することを始めた。それにより旧柳田村の馬の体格姿勢が

向上し明治24（1891）年から軍馬として合格する馬も出るようになった。やがて日清戦争（1894

～1895年）が起こり、馬匹改良が更に求められるようになった。明治30（1897）年には鳳至郡畜

産組合が成立し、明治33（1900）年には産駒売買取締規則が制定されるなど、馬の保護奨励が活

発となった。明治34（1901）年には郡産牛馬共進会が開設され、旧柳田村の畜産業も次第に隆盛

に向かったのである。明治35（1902）年の石川県産牛馬組合合併合会主催の第1回産牛馬共進会

と明治36（1903）年の第2回共進会では旧柳田村の馬が1等を獲得している。明治時代末（1912

年頃）の町村合併では「馬の柳田」としての伝統があったため「柳田村」という村名になった。 

 このような明治時代の旧柳田村における産馬業の隆盛には、竹内虎松氏という一族が深く関わ

っている。虎松という名は竹内家の家名であり、代々その名を襲名してきた。竹内虎松氏は優良

な馬を掛け合わせ、虎松馬という名馬を生み出したのである。虎松馬の特徴は、体格が大きく性

質も温良で力が強く重労働に適していることだ。その評判は世に知られ需要が増加していった。

その頃能登地方の産馬業は衰退しており、このままでは今後の需要に応えられないと思った竹内

虎松氏は、県知事に融資を仰ぎ、明治21（1888）年に上記の北陸牛馬改良会社を設立したのであ

る。また、竹内虎松氏がしばしば県へ請願したため上記の牛馬取締規則が交付され、各郡下に産

牛馬組合が設立され、この組合の責任において県から優秀馬の貸付を受け、これを各農家に貸与

するという方法が行われるようになった。そして産馬業が急速に発展したのである。虎松馬の系

統は明治時代前期（1870、1880年代）で途絶えてしまい、それに代わって南部馬が主流となった。 

 日露戦争（1904～1905年）の際には軍馬の需要に伴って馬の飼育が盛んであったが、日露戦争

後にはその需要が減退した。それに加えて農耕用かつ用畜としての牛の価値が高まったため、産

馬は利益が薄いこともあり馬の飼育頭数は年を追って減少傾向にあった。大正末期（1925年頃）

になると衰退はさらに進んだため、柳田農会は畜産業の振興に力を入れた。上記のように昭和3

（1928）年に牛馬貸付規定を設けたのである。昭和3（1928）年1月の調査によると、当時の旧柳

田村には167頭の馬が飼育されていた。馬の頭

数は旧柳田村全体では牛の頭数より少なかった

が、部落別に見ると柳田には馬が極端に多かっ

た。他の諸部落が馬から牛の飼育に乗り換えた

のに対し、柳田は「馬の柳田」の伝統を依然保

持していたのである。日中戦争（1937年）が勃

発するとそれまで農耕で用いられていた馬がほ

表 2 旧柳田村における馬の飼育数の変遷 
 馬 戸数 頭数
昭和23（1948）年 71 71
昭和25（1950）年 53 53
昭和35（1960）年 32 32
昭和40（1965）年 9 10
昭和45（1970）年 9 10  

出所：『柳田村史』1975:692、表125 
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ぼ軍馬として徴用され、その代わりに牛が農耕用として導入された。そのため農耕用としての馬

の役割は牛に取って代わられた。 

 表2は昭和23（1948）年から昭和45（1970）年までの旧柳田村での馬の飼育数を示している。

馬の飼育数は1戸につきほぼ1頭であり、年を追うごとに減少していることが分かる。 

 聞き取り調査で伺ったお話によると、旧柳田村では昭和40（1965）年頃まで馬は農耕用と移動・

運搬手段として飼育されていた。馬は牛より早い時期に飼育され、馬を飼育している家庭は少数

だったという。馬を飼育している家庭は木挽き（木材をのこぎりで引いて用材に仕立てること）

を行う家庭が多かったそうだ。木材を運搬する際に馬を利用していた。昭和40（1965）年頃、機

械の普及により馬を農耕に用いる必要がなくなったことや、同時期の旧柳田村への自動車の普及

により馬を移動・運搬手段として用いる必要がなくなったことで馬は牛と同様あるいは牛以上に

飼育されなくなったようである。また、1960年頃までは道路が舗装されていなかったため、馬も

歩きやすかったという。馬が亡くなった時には、旧柳田村には馬を食べる習慣がなかったため、

各地区にあった馬の埋葬地のような土地に埋葬した。 

 1950年代に馬を1頭飼育していた方に馬小屋についてのお話を伺った。 

Eさん（野田、70歳代、男性） 

 昭和終わり頃（1980年代後半）までEさんの家には馬小屋（牛だけでも馬小屋と呼ぶ）が

あった。馬小屋は両側から中が見えるつくりで、わらを敷くために下が深くなっている。2階

は低く、わらを保管する場所であった。今回の調査地の対象外ではあるが、Eさんの奥さんの

ご実家がある国光ではお父さんがバクロウ（馬喰・博労・伯楽：牛や馬の売買の仲介商人）を

しており、国光には5、6人いたが野田にはほぼいなかった。 

 

2.3 豚 

 『柳田村史』（1975：692、693）によると、昭和23（1948）年から昭和45（1970）年までの旧

柳田村での豚の飼育数は表3のようであった。昭和25（1950）年に飼養農家が激増したが、その

10年後には再び戸数が激減した。しかしその後戸数はあまり増えないものの頭数は増加している。

昭和20年代（1945～1954年）には1戸あたり1、

2頭であったが昭和45（1970）年には1戸あた

り16、17頭となり、多頭飼育化したのである。 

 聞き取り調査では1940、1950年代に養豚を行

っていた方々と1995年頃まで養豚を行ってい

た方のお話を伺った。 

Eさん（野田、70歳代、男性） 

表3 旧柳田村における豚の飼育数の変遷 
豚 戸数 頭数
昭和23（1948）年 38 49
昭和25（1950）年 105 149
昭和35（1960）年 49 64
昭和40（1965）年 60 177
昭和45（1970）年 13 215  

出所：『柳田村史』1975:692、表125 
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 戦後（1945年頃）しばらくの間、肥育して自分の家庭で食べるために2、3頭の豚を飼育

していた。肉を欲しがる人にはあげていたかもしれない。餌を買うお金がなかったので、小

米や雑草など、人間が食べない田畑の物を利用して与えていた。そのため当時捨てるものは

なかった。 

Bさん（野田、60歳代、男性） 

 小学生の頃（1950年代後半）に2～3年間家で養豚を行っていた。子豚を育てて繁殖させ

ていた。餌にはジャガイモや飼料を与えた。 

Fさん（野田、80歳代、男性） 

 農業高校卒業の後、30年間農業高校の技能用務員として勤務した。元々国光にある実家で

豚を飼っており、高校生の時に1人暮らしを始めてからも豚を飼っていて養豚に慣れていた

ため、農業高校の成績は良かった。農業高校の技能用務員となってからは初めの10年間は

養豚部門、その後10年間は乳牛部門を担当した。他にも和牛部門、養鶏部門にも関わって

いた。 

 Fさんは、1995年頃まで養豚を行っていた。初めは牝の親豚を8頭飼っていた。その豚を

繁殖させ、繁殖用の牝豚5、6頭と、肥育用の豚30頭を飼育するようになった。繁殖用の豚

から生まれた子豚を肥育し、生後6ヶ月程で90～100㎏にして出荷する。多く生まれ豚舎に

入りきらない時には肥育期間を短縮し、生後2ヶ月程で出荷する。3ヶ月程肥育した方が高

値になるので3ヶ月肥育して出荷することもあった。 

 牡豚を所有していなかったため繁殖の際にはどこかから牡豚を持ってきてもらい、自然交

配を行っていた。しかし、自然交配を行うと子豚が多く生まれてしまい、強い子豚が弱い子

豚の分の乳も飲んでしまい淘汰されてしまう。それを避けるため、産子数が4～5で少ない

傾向にある人工授精を行うようになった。人工授精の資格を取得し、自分で行っていた。豚

は生後8～10ヶ月で妊娠を始め、妊娠期間は112日±2日間である。1年に2回程出産し、10

回出産すると食用として出荷する。 

 親豚が子豚に授乳する場所と肥育する場所は分けてあり、子豚は生後2ヶ月まで親豚の乳

で育つ。それからはこごめやシイナを煮たものや野菜、クローバーなどを食べさせる。特に

クローバーを好むという。小規模の養豚の際には餌を買わず家にあるものを与えていたが、

肥育を始めてからは農協から配合飼料などを買うようになった。 

 養豚を行っていて最も困ったことはハエの大量発生であった。ハエは孵化に4日間、成虫

になるのに10日間というように、14日間サイクルで増える。そのため豚舎にはハエが多く、

旧柳田村中にいた。ハエを退治するべく様々な方法を試したが、農薬などでは効果がなかっ

た。農業高校の堆肥小屋で大量発生した時には、ハエの幼虫であるウジがいる層を最下層に
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移動させることで窒息させて退治した。この方法でハエを10分の1の数に減らすことがで

きた。 

 しかし、Fさんが60歳代の時（1995年頃）に赤痢が流行し、自分の豚が原因ではないか

と疑われるのが嫌なので廃業した。旧柳田村ではその当時Fさんを含め3軒が養豚を行って

いたが、そのうちのもう一軒もこの時に廃業した。 

2.4 鶏 

 以下の記述は『柳田村史』（1975：692、

694）と聞き取り調査で伺ったお話に依

拠する。 

 表4は昭和23（1948）年から昭和45

（1970）年までの旧柳田村での鶏の飼育

数を示している。昭和20年代（1945～

1954年）は大体の家庭が自家用の卵を得

るために数羽の鶏を庭先で飼育していた。そして卵を食べるのはもちろん、正月やお盆、祭りな

どの特別な日には鶏を絞めて食べていた。昭和35（1960）年になると養鶏を行う家庭は半減する。

しかし頭数はさほど減少しておらず、その後は、飼育戸数は減少するが羽数は増加するという傾

向を示している。昭和23（1948）年には1戸あたり3、4羽であるのに対し、昭和45（1970）年

には1戸あたり63、64羽である。 

 多くの家庭が養鶏を行っていた昭和20年代（1945～1954年）から、養鶏を行う家庭が減少した

昭和35（1960）年の間に養鶏を行っていた方にお話を聞くことができたのでいくつか紹介する。 

Eさん（野田、70歳代、男性） 

 1950年代に5～10羽の鶏を飼育していた。当時飼育していた鶏は、現在よく目にする全身

が白色の鶏とは異なり、毎日産卵する訳ではなかった。庭で放し飼いにしていたため、どこ

に卵が産んであるのかを探すのが大変であり「宝探し」のようでもあった。餌には小米（砕

けて粉のようになった米）、干し草、刻んだ野菜の屑を煮て米ぬかを混ぜたものを与えた。

正月、お盆、祭りなどの特別な日には、鶏を絞め、肉をすき焼きにし、骨を臼の裏に置き斧

で潰してミンチにしてごぼうと合わせてだんごにして食べた。家族が10人程いるのが普通

だったため、1、2羽を絞めても足りなかった。 

Bさん（百万脇、60歳代、男性） 

 10羽の鶏を昼間は放し飼い、夜間は小屋の中で飼育していた。放し飼いでも逃げずに戻っ

て来る。餌にはくず米や飼料を与えた。イタチに襲われたため昭和35（1960）年頃に養鶏を

止めた。 

表4 旧柳田村における鶏の飼育数の変遷 
鶏 戸数 羽数
昭和23（1948）年 567 2046
昭和25（1950）年 656 2294
昭和35（1960）年 333 2009
昭和40（1965）年 150 2899
昭和40（1965）年　ブロイラー 3 35
昭和45（1970）年 41 2600  

出所：『柳田村史』1975:692、表125 
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 また、職業として養鶏を行っていた方にもお話を伺うことができた。 

Cさん（金山、60歳代、男性） 

 昭和60（1985）年前後に5、6年間養鶏を行っていた。人を雇って3万羽の鶏を飼育して

いた。他人が養鶏を行うために土地を貸していたこともあった。 

2.5 山羊 

 以下の記述は『柳田村史』（1975：692）と聞き

取り調査で伺ったお話に依拠する。 

 昭和23（1948）年から昭和45（1970）年までの

旧柳田村での山羊の飼育数は表 5 のようであった。

昭和35（1960）年頃に山羊の飼育数はピークに達

し、その5年後には約4分の1に減少している。

そのさらに5年後には戸数、頭数共に1桁となっ

ている。山羊はどの時期にも1戸あたりほぼ1頭であった。子育ての際に子どもに飲ませるミル

クを得るために飼育していたようである。 

Eさん（野田、70歳代、男性） 

 1940～1945年頃に山羊を1頭飼育していた。Eさんご自身は山羊のミルクや重湯（多量の

水で米を炊いたときの米粒以外ののり状の汁）を飲んで育った。Eさんが親となり子育てを

した1965～1970年頃には、山羊のミルクではなく牛乳を飲ませて育てた。山羊の子どもが

生まれると、ひきずると邪魔になるのでしっぽを切り、切口にいろりで熱した鉄を当てて止

血する。当時野田で山羊を飼育している家は割と多かった。Eさんの奥さんの出身地である

国光では山羊を飼うことは普通のことだったという。 

Bさん（百万脇、60歳代、男性） 

 1950～1955年頃の5、6年間、1頭の山羊を馬屋で飼育していた。Bさんご自身も山羊の

ミルクを飲んで育った。山羊を草が生えているところに連れて行き、その草を食べさせた。

当時は百万脇で山羊を飼育している人はそれ程いなかった。近年、高齢化や都会への人口の

流出のため年々人が少なくなってきており、草を刈るところが増えて大変なので山羊を放牧

して牧草を食べさせればいいのにとBさんはおっしゃっていた。 

2.6 綿羊 

 綿羊とは、野生の羊と毛質が異なり、1年中毛が伸び続ける家畜の羊である。 

 『柳田村史』（1975：692）によると、昭和23（1948）年から昭和45（1970）年までの旧柳田村

での綿羊の飼育数は表6のようであった。旧柳田村では羊を飼育していた家庭は昭和35（1960）

年を除きほぼなかったようである。昭和35（1960）年には、昭和25（1950）年後の10年間で飼

表5 旧柳田村における山羊の飼育数の変遷 
山羊 戸数 頭数
昭和23（1948）年 23 28
昭和25（1950）年 29 29
昭和35（1960）年 99 103
昭和40（1965）年 26 30
昭和45（1970）年 4 4  

（出所：『柳田村史』1975:692、表125 

48



48 
 

 また、職業として養鶏を行っていた方にもお話を伺うことができた。 

Cさん（金山、60歳代、男性） 

 昭和60（1985）年前後に5、6年間養鶏を行っていた。人を雇って3万羽の鶏を飼育して

いた。他人が養鶏を行うために土地を貸していたこともあった。 

2.5 山羊 

 以下の記述は『柳田村史』（1975：692）と聞き

取り調査で伺ったお話に依拠する。 

 昭和23（1948）年から昭和45（1970）年までの

旧柳田村での山羊の飼育数は表 5 のようであった。

昭和35（1960）年頃に山羊の飼育数はピークに達

し、その5年後には約4分の1に減少している。

そのさらに5年後には戸数、頭数共に1桁となっ

ている。山羊はどの時期にも1戸あたりほぼ1頭であった。子育ての際に子どもに飲ませるミル

クを得るために飼育していたようである。 

Eさん（野田、70歳代、男性） 

 1940～1945年頃に山羊を1頭飼育していた。Eさんご自身は山羊のミルクや重湯（多量の

水で米を炊いたときの米粒以外ののり状の汁）を飲んで育った。Eさんが親となり子育てを

した1965～1970年頃には、山羊のミルクではなく牛乳を飲ませて育てた。山羊の子どもが

生まれると、ひきずると邪魔になるのでしっぽを切り、切口にいろりで熱した鉄を当てて止

血する。当時野田で山羊を飼育している家は割と多かった。Eさんの奥さんの出身地である

国光では山羊を飼うことは普通のことだったという。 

Bさん（百万脇、60歳代、男性） 

 1950～1955年頃の5、6年間、1頭の山羊を馬屋で飼育していた。Bさんご自身も山羊の

ミルクを飲んで育った。山羊を草が生えているところに連れて行き、その草を食べさせた。

当時は百万脇で山羊を飼育している人はそれ程いなかった。近年、高齢化や都会への人口の

流出のため年々人が少なくなってきており、草を刈るところが増えて大変なので山羊を放牧

して牧草を食べさせればいいのにとBさんはおっしゃっていた。 

2.6 綿羊 

 綿羊とは、野生の羊と毛質が異なり、1年中毛が伸び続ける家畜の羊である。 

 『柳田村史』（1975：692）によると、昭和23（1948）年から昭和45（1970）年までの旧柳田村

での綿羊の飼育数は表6のようであった。旧柳田村では羊を飼育していた家庭は昭和35（1960）

年を除きほぼなかったようである。昭和35（1960）年には、昭和25（1950）年後の10年間で飼

表5 旧柳田村における山羊の飼育数の変遷 
山羊 戸数 頭数
昭和23（1948）年 23 28
昭和25（1950）年 29 29
昭和35（1960）年 99 103
昭和40（1965）年 26 30
昭和45（1970）年 4 4  

（出所：『柳田村史』1975:692、表125 

49 
 

育数が0から増加し、その5年後に再び減少している。毛を利用するために飼育していたようだ。 

 1955年頃に5頭の羊を飼育していらっしゃった方にお話を伺うことができた。 

Eさん（野田、70歳代、男性） 

 1年に1度、専用の大きなハサミとバリカンを用いて羊の毛を刈り、その純毛と業者が製

作した毛糸を物々交換していた。そしてお母さんがその毛糸で家族のセーターを編んでくれ

た。子どもの頃は毛刈りを手伝っていた。毛刈りの時に羊の皮を切ってしまった時には赤チ

ンを塗る。当時羊を飼育している家庭はほぼ

なく、野田でも2、3軒しかなかった。Eさ

んの奥さんの出身地である国光には羊を飼

育している家庭はなかったそうだ。 

2.7 兎 

 『柳田村史』（1975：692）によると、昭和23（1948）

年から昭和45（1970）年までの旧柳田村での兎の

飼育数は表7のようであった。昭和25（1950）年

までは飼育されていたようである。昭和23（1948）

年には1戸あたり1、2羽であったが、2年後の昭

和25（1950）年には1戸たり2、3羽であり、戸

数は減少したものの1戸当たりの羽数は少々増加

した。残念ながら今回の聞き取り調査では兎を飼

っていたというお話を聞くことができず、飼育の

目的は分からなかった。 

 

3．考察 

 ここでは上記の旧柳田村における畜産業についてまとめつつ変遷の傾向やその理由について考

察しようと思う。 

 旧柳田村では「馬の柳田」と言われていたように、まず馬が飼育され始めた。その後牛が飼育

されるようになる。馬は移動・運搬、農耕に用い、牛は食用、農耕に用いることが飼育の目的で

あった。農耕において牛より馬の方が扱いやすく効率が良いため、初期段階は牛より馬が多く飼

育されていた。しかし戦争における軍馬としての馬の徴用などにより村内から馬が流出し、その

代わりに牛が多く導入されたため馬より牛の頭数が多くなるようになった。その後はその傾向を

保ったまま変遷していくが、昭和40（1965）年頃に大きな変化が訪れる。機械の発展により牛馬

を農耕に用いる必要がなくなり、化学肥料の普及により牛の堆肥を使う必要がなくなり、自動車

表6 旧柳田村における綿羊の飼育数の変遷 
綿羊 戸数 頭数
昭和23（1948）年 1 3
昭和25（1950）年 0 0
昭和35（1960）年 23 27
昭和40（1965）年 3 5
昭和45（1970）年 0 0  

出所：『柳田村史』1975:692、表125 
 

 
表7 旧柳田村における兎の飼育数の変遷 
兎 戸数 羽数
昭和23（1948）年 17 31
昭和25（1950）年 14 40
昭和35（1960）年
昭和40（1965）年
昭和45（1970）年  

出所：『柳田村史』1975:692、表125 
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の普及により馬を移動・運搬手段として用いる必要がなくなったのである。また同時期に道路が

舗装され始めて牛馬が道を歩きにくくなったということも牛馬の飼育頭数が減少した理由だろう。

現在の旧柳田村では職業として食用の牛を飼育している方はいるものの、農耕に用いることはな

いようである。ただし堆肥は試験的に作り農家に使ってもらっているというお話を伺った。現在

馬を飼育しているというお話は耳にしなかった。 

 旧柳田村での牛、馬、豚、鶏の飼育数は昭和25（1950）年に増加する。これは戦後に食料を自

給しなくてはならなかったからではないだろうか。 

 また、旧柳田村における主要な畜産業、牛、豚、鶏について多頭飼育化の傾向が見られる。昭

和20年代（1945～1954年）までは1戸1頭が普通であったが、昭和40年代（1965～1974年）に

なると1戸2頭以上という傾向が見えてくるのである。その傾向は現在においてさらに強く見ら

れるようになった。現在は各家庭で、家畜として飼育することはほぼなく、職業として飼育して

いる方が主になっている。そして、家畜を飼育していない方々へ供給する形となっている。聞き

取り調査の際、Bさんは「知事は能登牛の飼育・販売を促進していて、1年に1000頭の能登牛を

出荷するように言っており、需要もあるが、農家数が少ないため供給が間に合っていない」とお

っしゃっていた。『柳田村史』（1975：694）によると、旧柳田村は畜産業における立地条件は決し

て恵まれていないという。可能であれば今後様々な条件が整い、需要に見合う供給が行われるよ

うになることを願う。 

 

4．おわりに 

 能登町字柳田での本調査は心に残るものとなりました。聞き取り調査を行うのは初めてだった

ので緊張していましたが、旧柳田村の皆様が快く受け入れてくださったおかげで緊張が解けまし

た。それにより、円滑に調査を行うことができただけでなく、調査を楽しむことができました。

本調査で初めて能登町を訪れたのですが、人々は温かく風景は美しく、能登町は本当に良いとこ

ろだと思いました。本調査と補充調査で2度旧柳田村を訪れましたが、また機会があれば旧柳田

村に行ってみたいと思っています。 

 末筆となりましたが、本調査において私たちを温かく迎え入れてくださった能登町字柳田の皆

様に感謝を申し上げます。本調査に快くご協力いただき、本当にありがとうございました。 
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